
現場の業務アプリケーションは

「開発」 から 「つくる」 へ
CELF RPA オンラインセミナー V.2.2
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事前準備

１．CELFのインストール（未だの方）
インストール方法は、CELFご契約時、または、トライアルお申し込み時に
ご案内しています。ご担当の方にご確認ください。

RPAは、トライアル環境の方はPC1台までご利用できます。
トライアル環境以外の方はRPAライセンスが必要です。

２．コンテンツのダウンロード
「RPAセミナー用ファイル」をオンラインセミナー動画公開ページより
ダウンロードしてください。

解凍すると以下のような構成になっております。
①1_システム転記ロボット.capp

②2_Webサイト転記ロボット.capp

③rpademoフォルダ
③を Cドライブ直下にコピーしてください。以下のファイル構成になっていれば OK です。

C:¥rpademo
├─ ¥SeminarApp¥SeminarApp.exe

├─ ¥SeminarWeb¥SeminarWeb.html

└─データ.xlsx



CELF+RPAの基本
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CELF+RPAの基本：概念図

①アプリ

②シート１

③アクションセット１
④RPA

アクションセット2

アクションセット3

シート２

アクションセット4

シート３

アクションセット5

アクションセット6
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CELF+RPAの基本：①アプリ

①アプリ

②シート１

③アクションセット１
④RPA

アクションセット2

アクションセット3

シート２

アクションセット4

シート３

アクションセット5

アクションセット6
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CELF+RPAの基本：①アプリ

アプリとは
業務の目的に応じて使うソフトウェアを指します。
「予算実績管理アプリ」、「見積・案件管理アプリ」など業務単位にアプリを
作成します。

アプリの作成
アプリを作成するには２通りの方法があります。

１．新規作成

アプリを新規に作成し、一から作ります。

２．EXCELから自動作成
既存のEXCELファイルをインポートし、必須項目やレイアウトを設定して
アプリを作成します。
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CELF+RPAの基本：②シート

①アプリ

②シート１

③アクションセット１
④RPA

アクションセット2

アクションセット3

シート２

アクションセット4

シート３

アクションセット5

アクションセット6
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CELF+RPAの基本：②シート

シートとは
アプリ内に必要な画面をシートとして作成します。
アプリ利用者が操作する画面を目的に応じて必要なだけ用意します。

シートの作成
シートを作成する方法は２通りあります。

１．新規作成
何も入力されていないシートを新規に作成し、画面レイアウトを一から作ります。

２．既存EXCELをインポート
既存のEXCELのシートをインポートし、そのままCELFの画面レイアウトとして
利用します。
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CELF+RPAの基本：②シート～EXCELのように編集可能～

EXCELと同じような操作（セルの結合、塗りつぶし、枠付けなど）でシートのレイアウ
トを編集します。
リボンメニューの「フォント」や「配置」、右クリックメニューの「セルの書式設定」
などを利用してレイアウトの編集を行います。
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CELF+RPAの基本：②シート～コントロール配置（入力形式）～

リボンメニューの「入力形式」から、「ボタン」や「リストボックス」などの
コントロールを選択してセル上に配置することができます。
また、コントロールはCELF独自の関数を利用してセルに直接配置することもできます。

画像

セルにコントロールを配置します。
左から以下の通りです。

グラフ チェックボックス

リストボックス カレンダー ボタン
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CELF+RPAの基本：②シート～CELFで利用できる関数～

CELFでもEXCELの主要な数式や関数を使うことができます。
EXCELと同じく、セルに=で始まる文字を入力することで数式や関数を利用できます。

以下は利用できる関数の一例です。CELF独自の関数も存在します。

数式や関数の入力の方法、その他CELFで利用できる関数の一覧は、ヘルプページから確
認できます。

利用できる関数 機能

VLOOKUP 指定された範囲の1列目で値を検索し、同じ行の指定した列の値を返します

SUM 引数を合計します

SUMIF 指定された検索条件に一致するセルの値を合計します

CHECK セルにチェックボタンのコントロールを配置します ※CELF独自の関数

CALENDAR セルにカレンダーのコントロールを配置します ※CELF独自の関数

USER.NAME ログインユーザの名前を返します ※CELF独自の関数
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アプリとして表示するときの画面サイズや、入力を許可するセル、印刷時の改ページ位
置などを設定できます。

CELF+RPAの基本：②シート～シート設定～

シート設定

シートの設定を行います。
左から以下の通りです。

入力制限 改ページ
プレビュー
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CELF+RPAの基本：③アクション

①アプリ

②シート１

③アクションセット１
④RPA

アクションセット2

アクションセット3

シート２

アクションセット4

シート３

アクションセット5

アクションセット6
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CELF+RPAの基本：③アクションセット

アクションセットとは
画面上の操作に応じて実行される処理を、CELFではアクションセットと呼びます。

アクションセットの作成
アクションセットは、以下の３つの手順で作成します。

１．アクションセット作成
CELFで、あらかじめ用意されたアクション（部品）をドラッグ＆ドロップで
組み立ててアクションセットを作成します。
アクションとは、命令や動作をブロックで表したものです。

２．アクションセット実行タイミングの設定
作成したアクションセットを実行する操作を設定します。

・シートを初期表示したとき
・シート上に配置したボタンを押したとき
・セルの内容が変更されたとき

３．動作確認
作成したアクションセットをテスト実行し、動きを確認します。
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～作成手順～

アクションセットはアクションタブからアクションを１つ１つドラッグ&ドロップして
作成します。

あらかじめ用意された様々なアクションを組み合わせ実行させたい処理を実現します。
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～アクション紹介～

CELFでは、「セル操作」「シート操作」「データ操作」「制御」「ファイル操作」など
のカテゴリごとにアクションが用意されています。

セルや行・列を操作するためのアクションがあります。
以下は「セル操作」アクションの一例です。

・セルに任意の値をセットしたいとき

・セルの値をクリアしたいとき

・行を表示したいとき

・列の表示・非表示を切り替えたいとき（例.表示の場合は非表示にする）
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～アクション紹介～

シートを操作するためのアクションがあります。
以下は「シート操作」アクションの一例です。

・別シートを新しく開きたいとき

・別シートへ切り替えたいとき（元のシートは閉じる）

・シートを閉じたいとき
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～アクション紹介～

データベースなどのデータを操作するためのアクションがあります。
以下は「データ操作」アクションの一例です。

・テーブルからデータを取得したいとき

・テーブルのデータを更新したいとき
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～アクション紹介～

アクションの実行順序を制御するためのアクションなどがあります。
以下は「制御」アクションの一例です。

・条件により処理を分岐したいとき

・処理を繰り返したいとき（指定した回数分）

・アクションセットを終了したいとき
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～アクション紹介～

ファイルを操作するためのアクションがあります。
以下は「ファイル操作」アクションの一例です。

・EXCELファイルのデータをセルにセットしたいとき

・ファイルダイアログを開きたいとき
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CELF+RPAの基本：③アクションセット～入力欄について～

入力欄について
アクションの入力欄は大きく２通りに分かれます。

①「セル」が付いている入力欄
A1やB5のような形式のセルのアドレスを指定します。

=で始めることによって、数式を使ってアドレスを指定することもできます。

① ②

B5（A4セルに入力されている値）が指定されます。

B列の5（A3セルに入力されている値）行となり、
B5が指定されます。

←いずれの例もB5セルが指定されます。
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②「セル」が付いていない入力欄
値を直接入力して指定します。

=で始めることによって、数式を使って値を指定することもできます。

入力値 認識される値 備考

123 数値として認識されます。

B5
文字列として認識されます。
セルのアドレスとは認識しません。

CELF+RPAの基本：③アクションセット～入力欄について～

入力値 認識される値 備考

3 数式を計算した結果が認識されます。

B5セルの値
セルのアドレスと認識し、B5セルに入力さ
れている値が使用されます。

B5~B10セルの値の
合計

関数の結果が認識されます。
この場合、B5セルからB10セルに入力され
ている値の合計となります。
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CELF+RPAの基本：④RPA

①アプリ

②シート１

③アクションセット１
④RPA

アクションセット2

アクションセット3

シート２

アクションセット4

シート３

アクションセット5

アクションセット6
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CELF+RPAの基本：④RPA

RPAとは
RPAとは「ROBOTIC PROCESS AUTOMATION /ロボティック・プロセス・
オートメーション」の略語で、自分のデスクワーク（マウス操作やキーボード操作）
をロボットに教えて自動的に実行させる機能です。この機能で定型業務の自動化を
実現します。

CELFのRPAオプションを用いることで、マウス操作やキーボード操作など自動実行
する手順を、あらかじめ用意されているアクションを組み立てることで実現します。
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CELF+RPAの基本：④RPA ～アクション紹介～

RPAオプションをインストールすると、アクションのカテゴリに「ロボット」が追加さ
れ、RPA用のアクションが使用できます。

キーボードやマウスを操作するためのアクションがあります。
以降は「ロボット」アクションの一例です。

・キーをタイプしたいとき
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CELF+RPAの基本：④RPA ～アクション紹介～

・マウスをクリックしたいとき

・マウスをダブルクリックしたいとき

・アプリを起動したいとき
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CELF+RPAの基本：④RPA ～注意事項～

本セミナー中に、「ロボット」アクションを使用する上で注意事項があります。

・アクションセットを作成したPC以外での動作は保証されません。
本セミナーでのアプリの作成および実行は同じPCで行って下さい。

・ディスプレイを複数使用している環境でも操作可能なのはメインディスプレイです。
本セミナーでのアプリの作成および実行はメインディスプレイで行って下さい。

・画面の表示倍率などを変更すると作成したアプリが動作しなくなる場合があります。
本セミナーの途中で画面の表示倍率などを変更しないで下さい。

「ロボット」アクションを使用する上での必要な設定や注意事項の詳細はCELF RPA
HELPをご確認下さい。

CELF RPA HELP 注意事項

https://cloud.celf.jp/celf-rpa-help/ja/texts/notes/index.html


つくるを学ぶ
～サンプルRPAアプリを作ってみる～
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作成する２つのアプリ

１．EXCELからのデータ自動転記ロボット

２．WEBサイトへのデータ自動転記ロボット



１．Excelからの
データ自動転記ロボット
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１．Excelからのデータ自動転記ロボット：全体の概要図

EXCELファイルのデータを、基幹システムなどに転記する作業を自動化します。

※ダウンロードした
コンテンツの
「データ.xlsx」

※ダウンロードした
コンテンツの

「SeminarApp.exe」

Excelからの
データ自動転記ロボット

転記ロボット
（CELF）

Excelファイルを
読み込みます。

転記先システムを起動し、
データを転記します。

転記元Excel 転記先システム
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１．Excelからのデータ自動転記ロボット：処理の流れ

2.転記先システムを
起動する

3.転記元Excelのデータを
転記ロボットに読み込む

4.転記ロボットに読み込んだデータを
転記先システムに転記する

1.転記ロボットの「登録」ボタンをクリックする

以降の処理は
自動で実行されます。
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目次

１．EXCELからのデータ自動転記ロボット
１－１．アプリを作成する
１－２．シートを作成する
１－３．アクションセットを作成する
１－３－１．転記先システムを起動する
１－３－２．EXCELファイルを読み込む
１－３－３．データを転記する
１－３－４．登録

１－４．アプリを公開して利用する



１－１．アプリを作成する



Copyright © SCSK Corporation- 34 -

使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

アプリの作成

ここをクリックします

転記ロボットを作成するには最初に「アプリ」の作成から始めてください。
本セミナーではアプリを一から作成する「新規作成」の方法で説明します。

①管理アイコンをクリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

アプリの作成

②「新規アプリ作成」ボタンをクリックし、アプリを作成します。

「システム転記ロボット」と入力し、はじ
めから作成にチェックを入れます
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

③「システム転記ロボット」が作成されていることを確認します。

アプリの作成



１－２．シートを作成する
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１－２．シートを作成する

作成するレイアウト

Excelから転記先システムへのデータ
転記を開始するボタン

ダウンロードしたコンテンツの情報
ファイル名やシート名など

Excelから転記先システムに転記する
データを一時的に保存する領域
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

①「システム転記ロボット」をダブルクリックします。

シート一覧画面が表示されます。

シートの作成（新規作成）

ダブルクリックします。

アプリ作成後は、アプリで利用するシート（画面）を作成してください。
今回のアプリでは「新規作成」の方法で作成します。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

新規シートが表示されます。

②シート一覧画面で「新規シート作成」をクリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

③シートのレイアウトを編集します。
・最初に文字を入力します。

B1セルから下に向かって、以下の文字を入力して下さい。
システム
システムのタイトル
Excelファイル名
Excelシート名
カウンタ

E1セルに以下の文字を入力して下さい。
読込データ⇒

ダウンロードしたコンテンツの情報を入力します。
C1セルから下に向かって、以下の文字を入力して下さい。

C:¥rpademo¥SeminarApp¥SeminarApp.exe

マスターデータ管理
C:¥rpademo¥データ.xlsx

データ
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

・セルの罫線と背景色、文字色を設定します。

リボンメニュー「フォント」から罫線、背景色、文字色の選択
ボタンをクリックし、B1:C5セル範囲とF1:H5セル範囲の罫線と
背景色、文字色を設定します。

左から罫線、背景色、文字色と
なります。



Copyright © SCSK Corporation- 43 -

使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

・レイアウトを調整するため、列の幅を変更します。

Excelと同じように幅を調整したい列の見出しにカーソルを持っていきます。
列の境目にカーソルを置くと矢印が出てくるので好きな幅までドラッグします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

④処理を開始するためのボタンを配置します。
リボンメニューの「入力形式」から「ボタン」をクリックし、B7セルに配置します。

B7セルにフォーカスを当てます。

クリックします。

ボタン名を入力し、OKをクリックします。
ボタン名：登録
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

⑤ここまで作成したシートを保存します。リボンメニューの「シート」ボタンから
「保存」を選択します。

シート名を入力し、OKをクリックします。
シート名：メイン画面



１－３．アクションセットを作成する

１－３－１．転記先システムを起動する
１－３－２．Excelファイルを読み込む
１－３－３．データを転記する
１－３－４．登録
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１－３－１．転記先システムを起動する

実現したい動き

Excelからの
データ自動転記ロボット

転記ロボット
（CELF）

転記先システム

起動する

転記先システム「マスターデータ管理」を起動する。
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～アクションセットを作成する～

これから以下の順にアクションセットの作成を説明していきます。

・画面レイアウト
アクションセットを紐づけるボタンを追加します。

・アクションセット作成
CELFに用意されているアクションを組み合わせて、アクションセットを
作成します。

・実行タイミング設定
作成したアクションセットを実行するタイミングを設定します。

・動作確認
アプリをテスト実行し、思った通りの動きをするか確認します。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

①アクションセットの作成を開始します。
リボンメニューの「アクション」から「アクションセット設定」をクリックし、
「新規アクションセット作成」ボタンで新しいアクションセットの作成を開始します。

１－３－１．転記先システムを起動する

アクションセット名を入力し、OKをクリックします。
ボタン名：転記先システムを起動する
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②転記先システムを起動するアクションセットを作成します。
CELF以外のシステムを起動したいときは、「アプリケーションを起動する」アクション
を利用します。

１－３－１．転記先システムを起動する

アクションセット名：転記先システムを起動する
動作詳細 ：転記先システムを起動する
利用アクション ：ロボットアクション 上から16番目

起動する転記先システムが設定されている
C1セルを指定します。

セルの値を参照する数式を直接入力する
以外に、「シートから選択」をクリック
してセルを選択することもできます。
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～ファイルのパスを直接設定する～

転記先システムのファイルパスは直接指定することもできます。

起動する転記先システムの
ファイルパスを指定します。

「対象のファイルを選択します」を
クリックするとファイル選択するこ
とができます。

ダウンロードしたコンテンツの「SeminarApp.exe」
を選択し、「開く」ボタンをクリックします。
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～RPA環境のインストールとバージョンアップ方法～

次にテスト実行を開始しますが、初めて「ロボット」アクションを使った場合、
CELF RPA環境のインストールまたはバージョンアップを促す画面が表示されます。
「実行」ボタンをクリックしてインストールまたはバージョンアップを実施して下さい。

詳しくは、CELF RPA HELPでご確認下さい。
RPA実行環境のインストールとバージョンアップ方法

https://cloud.celf.jp/celf-rpa-help/ja/texts/get_started/install/rte.html#about-auto-rpa-runtime-install
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Step1

③テスト実行し、期待通りの動きをするか確認します。

１－３－１．転記先システムを起動する

「OK」ボタンをクリックすると、テスト実行を開始します。
※テスト実行が開始されるまで時間がかかる場合があります。
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Step1

④転記先システムが起動し、テスト実行が完了したことを示すメッセージが表示されます。

１－３－１．転記先システムを起動する

転記先システムが起動したことを確認したら、
右上の「×」ボタンでシステムを終了します。

メッセージ「はい」ボタンをクリックすると、
シート内のセルなどがアクションにより変更
されていても元に戻ります。

動作が確認できたら、「OK」ボタンをクリックしてアク
ションセットの作成を終了します。
最後に、シートを保存して下さい。同時にアクションセット
も保存されます。



１－３．アクションセットを作成する

１－３－１．転記先システムを起動する
１－３－２．Excelファイルを読み込む
１－３－３．データを転記する
１－３－４．登録



Copyright © SCSK Corporation- 56 -

１－３－２．EXCELファイルを読み込む

実現したい動き

EXCELファイルのデータをCELFのシートに読み込みます。

転記元Excel

転記ロボット（CELF）
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Step1

①シートにEXCELファイルのデータを読み込むアクションセットを作成します。

１－３－２．EXCELファイルを読み込む

アクションセット名：EXCELファイルを読み込む
動作詳細 ：EXCELファイルのデータをシートに読み込みます

利用アクション ：ファイル操作タブ 上から8番目

EXCELファイル名が設定
されているC3セルを指定
します。

EXCELのシート名が設定されているC4セルを指
定します。

EXCELのデータを読み込み、
貼り付けるシートの起点と
なるF1セルを指定します。

EXCELの読み込むデータを範囲
（A2:C6）で指定します。
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Step1

②テスト実行し、EXCELファイルのデータ読み込みの動作確認をします。

１－３－２．EXCELファイルを読み込む

クリックしてテスト実行します。

EXCELのデータが、読み込まれ
ることを確認します。

テスト実行前に、結果が隠れないようにアクション
セット設定画面を小さくして、ずらしておきましょう。

メッセージ「はい」ボタンをクリックして
下さい。



１－３．アクションセットを作成する

１－３－１．転記先システムを起動する
１－３－２．Excelファイルを読み込む
１－３－３．データを転記する
１－３－４．登録
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１－３－３．データを転記する

実現したい動き

CELFのシートに読み込んだデータを転記先システム「マスターデータ管理」に転記する

転記ロボット（CELF）

転記先システム
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１－３－３．データを転記する

実現したい動き

転記先システムに対して、以下の操作を繰り返して1行ずつ転記します。

クリックすることで
初期フォーカスが当たる

入力完了後、「追加」ボタンにフォーカス
があるので「Enterキー」で登録する。

最後に「Enter」キーを押して完了
です。

1行ずつ転記先システムを操作し、
データを転記する。
読込データの行数分繰り返す。

CELFのシートに設定されている値を
「TABキー」でフォーカスを移動し
ながら入力する。

転記ロボット（CELF） 転記先システム
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① 転記先システムを最前面に表示させます。
後の操作で必要となりますので、転記先システムを起動しておいてください。

１－３－３．データを転記する

アクションセット名：データを転記する
動作詳細 ：データを転記先システムに転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から17番目

転記先システムのタイトルが設定されている
C2セルを指定します。
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②「マウスの左ボタンを1回クリックする」アクションで、「コード」のテキストボック
スをクリックすることでフォーカスを設定します。
クリックする位置は、画像認識を利用して指定します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から1番目 「操作対象を選択」をクリックして、転記
システムの「コード」のテキストボックス
を指定します。
詳細は次のページから説明します。

「コード」の画像を検索し、右方向に50ピクセル
移動した場所を、マウスで1回左クリックする設
定となっています。
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スクリーンショットやファイルで設定した画像を画面内で検索し、操作対象として認識
させます。また、画像からの位置を指定して周辺の要素を操作することもできます。
CELFでは、ロボットアクションに以下の記載がある場合、一部を除き画像認識が利用出
来ます。

画像認識の詳細については、CELF RPA HELPでご確認ください。
画像が表示されている位置で操作する

～画像認識～

。

CELFには、マウスクリックやアプリ起動などをロボットに行わせる時に、その操作対象
を設定する方法の１つに画像認識があります。

例えば、デスクトップ上のアイコンを操作したい時は
上記のようにスクリーンショットを設定します。

https://cloud.celf.jp/celf-rpa-help/ja/texts/target/image.html
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・「操作対象を選択」をクリック後、「操作対象指定」ダイアログが表示されます。

１－３－３．データを転記する

「画像」タブをクリックします。

「画像から指定」ラジオボタン
をクリックします。

「スクリーンショットを取る」ボタンをクリックすると
右図のように画面全体が暗くなり「範囲を選択してくだ
さい」と表示されます。

この状態になったら、転記先システムの「コード」
を選択します。
次のページで範囲選択の方法を説明します。
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・「コード」ラベルの画像を設定し、クリックしたいテキストボックスまでの位置を
指定して操作対象とします。

１－３－３．データを転記する

転記先システムの「コード」ラベル部分をマウス
で範囲選択すると、枠の中に赤い十字が表示され
ます。

「操作する位置」の「X座標」に「50」を、「Y座標」には「0」を
指定します。

最後に「設定」をクリックして、
操作対象の指定が完了します。
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～操作する位置の確認方法～

現在の操作位置が「＋」で表示
されます。

「操作する位置」の右側にある ボタンをクリックすると、「操作位置設定」画面が
表示され、現在の操作対象を確認できます。
「操作位置設定」画面の下にある「操作する位置」を変更することで操作対象を変更す
ることができます。

指定された画像が見つかった
場所が赤く表示されます。

変更すると操作位置の「＋」
も追従して移動します。
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③ 繰り返し処理を設定します。
読み込んだデータを1行ずつ処理するための繰り返し処理です。
「□回繰り返す」アクションを使用します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：制御タブ 上から3番目
読込データの行数を取得するために、以下
の関数を入力します。

=COUNTA(F1:F100)
これにより、読込データの行数分、処理が
繰り返されます。

チェックボックスをONにして
C5セルを指定します。
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～制御について～

アクションセットはアクションを上から順番に実行します。
この構造を「順次」といい、「順次」の流れを変えたい時には「分岐」や「反復」
という制御を利用します。一般的にプログラムは「順次」「分岐」「反復」を
組み合わせて作られており、この制御のことを「制御構文」といいます。
CELFではこのような制御を制御アクションを利用して実現できます。

制御構文の流れ

「制御構文」について「プログラミングが学べるIT講座」でより詳しく解説しています。

分岐
（条件に応じて次の処理を決める）

反復
（条件が満たされるまで処理を繰り返す）
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開始行から下方向に1行ずつ移動し、読込データがある間は転記処理を行い、なければ繰
り返し処理を終了するようにします。

～繰り返し処理について～

読み込んだデータを、転記先システムに転記する繰り返し処理について説明します。

この例であれば、F列に5個のデータがあ
るので5回繰り返すことになります。

1行目で転記処理を行う
↓

2行目で転記処理を行う
↓

3行目で転記処理を行う
↓

4行目で転記処理を行う
↓

5行目で転記処理を行う
↓

繰り返し処理を終了
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～繰り返し処理について～

カウンタに設定したC5セルには、現在の繰り返し回数が
セットされます。
1行目処理中は1、2行目処理中は2、…とセットされます。
このカウンタは、以降の設定で行番号を指定するために使用
します。

読込データの件数を算出するため、
COUNTA関数を用いてF列の空文字以外の
セルの数を取得します。
※今回は5回処理が繰り返されます。

繰り返しの制御は「□回繰り返す」アクションを使います。
読み込んだデータの件数分だけ繰り返したいので、COUNTA関数を使用します。
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④転記先システムに「コード」を転記します。
次に、「名称」のテキストボックスにフォーカスを移動します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から13番目
利用アクション ：ロボットタブ 上から8番目

前のアクションで「コード」のテキストボックスに
フォーカスがあたっているので、そのままF列の値を
貼り付けます。

=UTIL.CELLV(C5, "F")

※カウンタのC5が示す行のF列の値が転記されます。

この入力欄で「TABキー」を押
します。

左のアクションにより「名称」
にフォーカスが移動します。
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～UTIL.CELLV関数について～

UTIL.CELLV関数は、行番号と列番号（または列名）によって指定されるセルの値を返す
CELF独自の関数です。主にカウンタを用いた繰り返しの処理の中で、セルの値を行の上
から順に、または列の左から順に取得したい場合に使用します。

使用方法について

=UTIL.CELLV(行番号, 列番号または列名)

使用例

例１）C9セルの値を取得したい

⇒ UTIL.CELLV(9, "C") または UTIL.CELLV(9, 3)

例２）繰り返し処理の中でC列の値を上の行から順に取得したい

⇒ UTIL.CELLV(G3, "C") または UTIL.CELLV(G3, 3)

例３）繰り返し処理の中で9行目の値を左の列から順に取得したい

⇒ UTIL.CELLV(9, G3)

G3セルの値をカウントアップさせること
で、C列の値を上から順に取得します

G3セルの値をカウントアップさせることで、9行目の値を左から順に取得します



Copyright © SCSK Corporation- 74 -

使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

⑤転記先システムに「名称」を転記します。
次に、「単価」のテキストボックスにフォーカスを移動します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から13番目
利用アクション ：ロボットタブ 上から8番目

この入力欄で「TABキー」を押
します。 左のアクションにより「単価」

にフォーカスが移動します。

前のアクションで「名称」のテキストボックスに
フォーカスがあたっているので、そのままG列の値
を貼り付けます。

=UTIL.CELLV(C5, "G")

※カウンタのC5が示す行のG列の値が転記されます。
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同じアクションを配置する場合、コピーして使用することができます。

～アクションのコピー～

アクションがコピーされます。

コピーしたいアクションを「Ctrl」キーを押したまま選択し、
マウスをドラッグします。背景色がオレンジ色になったら左ボ
タンを離します。
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⑥転記先システムに「単価」を転記します。
次に、「追加」ボタンにフォーカスを移動します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から13番目
利用アクション ：ロボットタブ 上から8番目

この入力欄で「TABキー」を押
します。

左のアクションにより「追加」
ボタンにフォーカスが移動しま
す。

前のアクションで「単価」のテキストボックスに
フォーカスがあたっているので、そのままH列の値
を貼り付けます。

=UTIL.CELLV(C5, "H")

※カウンタのC5が示す行のH列の値が転記されます。
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⑦転記先システムの「追加」ボタンを押して、転記したデータを登録します。
その後、メッセージが表示されるので「OK」ボタンを押してメッセージを消します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：ロボットタブ 上から8番目
利用アクション ：ロボットタブ 上から28番目

この入力欄で「ENTERキー」を
押します。

この入力欄で「ENTERキー」を
押します。

1を指定します。
次の操作が可能になるまでに時間がかかる
場合、「□秒待機する」アクションを用い
て、指定した秒数、待機させることができ
ます。
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待機はCELFに限らず、一般的なRPAでも安定稼働のための重要な機能です。

アクションセットに設定されたアクションは、待ち時間なく上から実行されます。
そのためシステムの応答を待つ場合には、アクションの実行を待機させる必要があります。
例）
・システムの起動が完了するまで、転記処理の開始を待機させる。
・保存完了のメッセージが表示されるまで、ボタン押下のアクションを待機させる。

～待機について～

例えば、システムの起動後、「3
秒待機」してから、処理を開始す
る

保存完了後、「完了メッセージの
画像が現れるまで待機」してから、
ボタン押下のアクションを行う
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⑧転記が完了したことを知らせるメッセージを表示します。

１－３－３．データを転記する

利用アクション ：制御タブ 上から8番目

「完了しました。」の文字列を
入力します。

「□回繰り返す」アクションの外側に
「以下のメッセージをポップアップで表
示する」アクションを配置します。
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⑨アクションセット設定の「OK」ボタンをクリックして、終了します。
本アクションセットの動作確認は、次のアクションセットの作成後に行います。

１－３－３．データを転記する

クリックします。



１－３．アクションセットを作成する

１－３－１．転記先システムを起動する
１－３－２．Excelファイルを読み込む
１－３－３．データを転記する
１－３－４．登録
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１－３－４．登録

実現したい動き

「登録」ボタンが押されたときに、これまで作成した３つのアクションセットを呼び出
し、転記処理を実行する。
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① これまでに作成した３つのアクションセットを呼び出します。

１－３－４．登録

アクションセット名：登録
動作詳細 ：３つのアクションセットを呼び出し転記処理を実行する

利用アクション ：シート操作タブ 上から4番目

作成したアクションセットを選択します。
順番は以下の通りにして下さい。
「転記先システムを起動する」
「EXCELファイルを読み込む」
「データを転記する」
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

②アクションセット設定の「OK」ボタンをクリックして、終了します。

１－３－４．登録

クリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

③「登録」ボタンを押したときの動作に、「登録」アクションセットを割り当てます。

１－３－４．登録

「登録」ボタンをクリックする
と「アクションセットの選択」
画面が表示されます。

「登録」アクションセットをクリックしてから
「選択」ボタンをクリックし、割り当てを完了し
ます。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

④テスト実行を開始します。

１－３－４．登録

クリックします。

「OK」ボタンをクリックすると
動作を開始します。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

⑤「登録」ボタンをクリックして、期待通りの動作となっているか確認します。

動作の確認が完了したら転記先システムとテスト実行画面を右上の「×」ボタンで終了
します。

１－３－４．登録

クリックします。
※動作中はマウス、キーボードを
触らないで下さい。

完了すると、メッセージが表示されます。
「OK」ボタンをクリックして下さい。

転記先のシステムが右図のようになれば成功
です。



１－４．アプリを公開して利用する
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

公開設定

①公開するアプリの上で右クリックし、「公開設定」メニューを選択します。

対象のアプリを右クリックし、
メニューから「公開設定」を選択します。
「アプリ公開設定」画面が表示されます。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

公開設定

②開始シートと公開先グループを指定します。

開始シートに「シート選択」画面
から「メイン画面」を選択します。

公開先を設定します。
本セミナーでは「全体に
公開する」を選択します。

最後に、「OK」を
クリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

③転記ロボットを公開します。

このアイコンをクリックします。

公開設定

「OK」ボタンをクリックすると
公開されます。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

公開された「システム転記ロボット」が実行できます。

使う



２．WEBサイトへの
データ自動転記ロボット
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WORD、EXCEL などのアプリケーションや WEB サイトの場合、画面上で操作したい対
象を選択することで、自動で画面構造を解析して、操作対象のオブジェクトをロボットに
認識させることができます。

構造解析の詳細については、CELF RPA HELPでご確認ください。
構造解析（オブジェクト認識）による操作

～構造解析（オブジェクト認識）とは～

CELFでは、データ入力や読み取り、マウスクリックなどをロボットに行わせる時に、そ
の操作対象を構造解析（オブジェクト認識）で設定することもできます。

サイトの構造を解析し、項目がどんな種別
（文字入力欄、ボタンなど）かを識別して、
ロボットが操作を行う

https://cloud.celf.jp/celf-rpa-help/ja/texts/actions/uicontrol-recognition.html#about-uicontrol-select-element
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2．WEBサイトへのデータ自動転記ロボット：全体の概要図

CELF画面のデータを、WEBサイトへ転記します。
※本サンプルは、構造解析（オブジェクト認識）を利用してデータ入力を行います。

転記ロボット（CELF） 転記先WEBサイト

※ダウンロードしたコンテンツの
「SeminarWeb.html」
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目次

２．WEBサイトへのデータ自動転記ロボット
２－１．アプリを作成する
２－２．シートを作成する
２－３．アクションセットを作成する
２－３－１．WEBサイト情報転記処理



２－１．アプリを作成する
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

２－１．アプリを作成する

アプリの作成は「１．Excelからのデータ自動転記ロボット」と同じです。
「１－１．アプリを作成する」を参照して下さい。

アプリ名は「Webサイト転記ロボット」で作成して下さい。



２－２．シートを作成する
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

①「WEBサイト転記ロボット」をダブルクリックします。

シート一覧画面が表示されます。

シートの作成（新規作成）

ダブルクリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

シートの作成画面が表示されます。

②「新規シート作成」をクリックします。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

シートの作成（新規作成）

③「転記」ボタンと転記する「会社名」から「電話番号」までのデータを配置します。
その後、シートの名称を「メイン画面」として保存して下さい。

「WEBサイトへ転記するデータの領域です。

次ページからボタン押下のアクションとして、
「WEBサイト情報転記処理」を作成します。



２－３．アクションセットを作成する
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２－３．アクションセットを作成する

実現したい動き
CELF画面のデータを、WEBサイトへ転記します。

転記ロボット（CELF） 転記先WEBサイト

CELFのシートに設定されている値
をWEBサイトに入力します。

入力した後に「登録」ボタンを押すと、
WEBサイトの下部に入力された内容が
表示されます。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

２－３．アクションセットを作成する

①アクションセット「WEBサイト情報転記処理」を作成します。
まずは、「アプリケーションを起動する」アクションを利用してWEBサイト
を表示します。

「Microsoft Edge」のパスを設定します。
※PCによって違う場合がありますので、
それぞれの環境に合わせて設定してください。

サイトのURLを設定します。
本サンプルでは、WEBサイトを模したダウンロードコンテンツの
ファイルを指定します。

file:///C:/rpademo/SeminarWEB/SeminarWEB.html

アクションセット名：WEBサイト情報転記処理
動作詳細 ：データをWEBサイトに転記する
利用アクション ：ロボットアクション 上から16番目
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

２－３．アクションセットを作成する

②テスト実行を行い、「Microsoft Edge」が起動されることを確認します。

「Microsoft Edge」で、このような入力画面が
表示されることを確認します。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

③「Microsoft Edge」が起動するまで待機します。
その後、WEBサイトの各項目にデータを転記します。

２－３．アクションセットを作成する

「Microsoft Edge」の起動時間に応じて
待機時間を調整してください。

「操作対象を選択」をクリックして、
WEBサイトの「会社名」のテキスト
ボックスを指定します。
詳細は次のページから説明します。

「会社名」が設定してある
B3セルを指定します。

利用アクション ：ロボットアクション 上から28番目
利用アクション ：ロボットアクション 上から14番目

WEBサイトの「会社名」の項目が
操作対象として設定されています。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

・「操作対象を選択」をクリック後、アプリケーションやWEBサイトの画面項目を
指定します。
「Alt」＋「Tab」キーで転記先WEBサイトに切り替え、「会社名」のテキストボック
スを選択して下さい。

２－３．アクションセットを作成する

この状態でクリックします。

「設定」ボタンをクリックすると、WEB
サイトの「会社名」が操作対象として選
択されます。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

④WEBサイトの「名前」～「電話番号」にデータを転記します。

２－３．アクションセットを作成する

利用アクション ：ロボットアクション 上から14番目

「会社名」のテキスト
ボックスの選択と同様
の手順で、各項目のテ
キストボックスを選択
する。

「会社名」と同様に項
目に転記するセルB4～
B7を指定する
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

⑤WEBサイトに転記したデータを登録します。

２－３．アクションセットを作成する

利用アクション ：ロボットアクション 上から14番目

「操作対象を選択」をクリックして、
WEBサイトの「登録」ボタンを指定
します。

WEBサイトの「登録」ボタンが操
作対象として設定されています。
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

⑥アクション設定の「OK」ボタンをクリックして終了します。

２－３．アクションセットを作成する



２－４．アプリを公開して利用する
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使
う

Step3

公
開
す
る

Step2

つ
く
る

Step1

公開設定とアプリの利用

公開設定とアプリの利用は「１．Excelからのデータ自動転記ロボット」と同じで
す。
「１－４．アプリを公開して利用する」を参照して下さい。



その他技術情報
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CELF HELPのご案内

CELFのヘルプをご用意しております。ご活用ください。

メニュー上部の「？」マークからHELPにアクセスできます。
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「Excel」は、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標または商標です。その他、本資料に記載されている製品名、会社名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。

http://www.celf.jp
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